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題名： 中国における過剰設備への考察 

   ―鉄鋼業・港湾業のケーススタディ― 

論文審査の結果の要旨 

 中国における経済成長鈍化にともない表面化している過剰設備の形成メカニズムを、経済成

長期の設備投資行動と、体制移行にともなう設備投資行動の変化という二つの側面から、検討

した研究は、その必要性にもかかわらず数少ない。本研究は、中国における過剰設備の現状を、

これら二つの側面から、特に鉄鋼業と港湾業におきて、検討している。 

実質的に二つの側面からの分析であるが、過剰設備の現状分析を第一章でおこなった後、研

究の第１の分析内容である経済成長と過剰設備の関係についての考察が、第三章で、続いて、

体制移行と過剰設備の関係についての考察が第四章でおこなわれており、続く第五章では、こ

の過剰設備が経済成長にもたらす影響を、税収や不良債権等の金融問題、および失業人口への

影響という側面から多角的に検討して、過剰設備にたいする対応策を、経済成長期に特有な問

題と、体制移行にともなう問題という二側面から、検討している。なお、第二章は、経済成長

に関する理論を、本論文での考察に適用するための準備的な内容となっている。 

 

 本論文はいかに示す章構成である。 

  序 章 過剰設備問題の提起 

第一章 中国における過剰設備の現状 

第二章 経済成長および設備投資に関する理論 

第三章 経済成長の長期趨勢から見た過剰設備 

第四章 中国の体制移行期における過剰設備の形成メカニズム 

第五章 中国における過剰設備の影響及び対応 

終 章 結論と今後の研究 

 



 

 

 本論文の貢献は以下の通りである。 

 過剰設備の発生原因を理論的に考察すること、また、それをどのように評価すべきであ

るかについての検討を加えることは、たとえば減損会計などの研究にもみられるように、

学問的な解決を迫られる内容となってきている。本研究では、経済成長の減速にともなっ

て発生する過剰設備と、体制移行にともなう中国に特有な原因により発生していると思わ

れる過剰設備を区分して、この問題にひとつの解決のための視点を提供している。中国港

湾企業にたいする現地調査もおこなっており、この点も研究上の貢献になっている。さら

に、過剰設備の問題を、現状の把握にとどめないで、経済成長の理論などを意識して、科

学的に解明しようとしたことは高く評価できる点である。中国における過剰設備の形成過

程について、経済理論によって説明可能ということを論証しようとした本研究の完成度は

高く、港湾業の取扱貨物量を GDP から推定する従来研究に対して、それを第１次産業およ

び第 2次産業との関連から、ARIMAモデルによって推定したことは独創的である。ARIMAモ

デルは、過去の実績変動量（時系列データ）のみから相互関係（変動の規則（定常性））を

非線形的に接近解析するが、短期予測に適し、さらに現実データに対する説明力、予測力

において優れた適用性を持つことが知られている。また同モデルによる推定の基本骨子は、

赤池情報量基準（ＡＩＣ基準）を用いて自己回帰次数、移動平均次数等を推定することに

ある。本研究において、上記モデル特性を十分に考慮した上で適用されている点は、高く

評価できる。 

 他方、たとえば第 2 章における経済成長の理論を、本研究に接続する方法については、

さらなる計量経済モデルの適用も考えられ、さらに定量的な分析結果が積み上げられた可

能性もあると思われるところもある。しかし、そのような点は、本研究の意義を再認識さ

せるものではあっても、いささかも損ねるものではない。 

 

 本論文を構成する各章には、それぞれ、学会発表および審査制論文（参考論文）が対応

しており、また、日本港湾経済学会研究懸賞論文（喜多村賞）における奨励賞受賞論文も

含まれ、その他にも『日本港湾経済学科年報』に掲載された論文や『中国社会科学報』に

掲載された論文（査読制）を含む陶、第三者からの評価も受けていることなどから、博士

論文としての評価には十便に対応できるものと考えられる。 

 以上から、本論文は、本研究科の博士学位論文ん審査基準（独創性・新規性、貢献度、

論証可能性、完成度）を満たすものと判断され、本学位審査委員会は全員一致では博士（経

営学）の学位に値するものと判断する。 

 


